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	直進アシスト田植え機導入成功のためのチェックリスト
	 農作業安全のための指針を確認した。
	 農作業安全のための指針

	 導入の目的がはっきりしている。
	 直進性を生かせる大きさの圃場である。
	 圃場の周囲にGNSS信号受信の障害物（建物、木立、山など）はない。
	 導入予定機種はRTK基地局が必要か否か確認した。
	 目的とする精度での直進アシストのためにはRTK基地局が必要か否か。
	 既存の基地局が使用可能か、新設するか、あるいは仮想基準点（VRS、Virtual Reference Station）を利用するか。
	 既存の基地局が使用可能か、新設するか、あるいは仮想基準点（VRS、Virtual Reference Station）を利用するか。
	 可搬型のRTK基地局を新設する場合、常に同一の地点にしっかり固定できる構造物を備えているか。
	 RTK基地局と直進アシスト田植機との間に通信障害の原因となる構造物はないか。基地局と対象とするほ場の距離は適正範囲内か。
	 RTK基地局と直進アシスト田植機との間に通信障害の原因となる構造物はないか。基地局と対象とするほ場の距離は適正範囲内か。
	 　利用料や新設の費用負担は大丈夫か。

	 通信方式は一致しているか。
	 既存のRTK基地局を利用する場合は、基地局の運営者に形式を確認する。

	 導入予定機にどの程度の直進精度を求めるかはっきりしている。
	 導入予定機について実演会等で直進精度を確認したか。
	 直進精度を確保できる圃場条件か。


